



































































































































ランクが低くなるにつれZn値、Alb値も低下傾向。 3. Alb 3g/dL以上、Zn 60µg/dL





























調査対象全体では0.84%で高値を認めた。（2）平均値はHbA1c 6.50%、Hb 13.4 g/dl、
Ht 40.3%、MCV 91.0%、相関係数はHbA1c r＝0.144、Hb r＝−0.067、Ht r＝−0.079、
MCV r＝0.221であった。（3）疾患割合ではそれぞれ、1.0～2.9%の群で糖尿病31%、
循環器系疾患・悪性腫瘍15%、血液疾患5%。3.0～4.9%の群で悪性腫瘍25%、糖尿
病20%、血液疾患・循環器系疾患・脳外科系疾患が各10%。5.0%以上の群において
は循環器系疾患30%、血液疾患・悪性腫瘍・糖尿病が10%であった。【考察】HbFは
Hb、Ht、MCVに若干の相関が認められ大球性貧血との関連が示唆された。HbFが
異常高値となる疾患は糖尿病以外にも悪性腫瘍や血液疾患等に多く、貧血と併せて
関連性が認められた。
